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問
灯
台
広
場
も
各
設
備
が
整
備
さ

れ
立
派
に
な
り
ま
し
た
。
休
日

に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
、
灯
台
下
の
街

路
灯
と
海
岸
（
原
発
）
道
路
の
周
辺
に

つ
い
て
、
3
点
質
問
致
し
ま
す
。

1
点
目
。
遊
歩
道
の
街
路
灯
は
、
Ｂ

＆
Ｇ
体
育
館
か
ら
海
岸
へ
降
り
る
階
段

と
、
灯
台
か
ら
海
岸
へ
降
り
る
階
段
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
が
、
点
灯
し
て
い

な
い
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
灯
台
下
の
街

路
灯
に
限
れ
ば
、街
路
灯
全
て
（
40
個
）

が
点
い
て
い
ま
せ
ん
。
夜
間
の
安
全
と

災
害
時
に
備
え
、
点
灯
さ
せ
て
お
く
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

2
点
目
。
灯
台
下
、
海
岸
（
原
発
）

道
路
の
陸
側
、
ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
製
の

落
石
防
止
壁
（
約
80
ｍ
）
が
塩
害
な
ど

で
大
き
く
損
傷
し
て
い
ま
す
。こ
の
先
、

集
中
豪
雨
や
地
震
時
に
於
け
る
落
石
防

止
の
た
め
に
、
修
理
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

3
点
目
。
同
じ
く
海
岸
道
路
の
堤
防

に
、
船
揚
げ
用
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

斜
路
が
接
続
し
て
い
ま
す
。

こ
の
斜
路
の
西
側
が
海
岸
浸
食
の
た

め
、
砂
が
大
量
に
流
さ
れ
堤
防
な
ど
の

基
礎
が
露
出
し
、
地
面
と
大
き
な
段
差

が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
段
差

が
大
き
い
と
、
津
波
発
生
時
に
磯
遊
び

の
人
達
な
ど
が
、
こ
こ
を
利
用
し
て
避

難
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
安
心
・

安
全
の
た
め
、
多
く
の
人
が
津
波
避
難

に
使
用
で
き
る
「
避
難
用
通
路
」
が
必

要
な
の
で
は

答
1
点
目
の
「
灯
台
と
Ｂ
＆
Ｇ
周

辺
の
遊
歩
道
の
街
路
灯
に
つ
い

て
」
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
も
適
正

に
管
理
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。2

点
目
の
灯
台
下
海
岸
道
路
の
落
石

防
止
壁
損
傷
を
、確
認
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
、
早
期
の
補
修
に
向
け
て
、
袋

井
土
木
事
務
所
と
協
議
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

3
点
目
の
灯
台
下
海
岸
道
路
周
辺
の

堤
防
浸
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
津
波
発

生
時
な
ど
の
非
常
時
に
、
海
岸
利
用
者

が
確
実
に
避
難
で
き
る
環
境
を
静
岡
県

と
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一般質問

川口純男

灯
台
周
辺
と
Ｂ
＆
Ｇ
周
辺
、
及
び

灯
台
下
海
岸
道
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

・

問
「
第
2
次
御
前
崎
市
総
合
計
画
」

の
中
で
、
公
共
交
通
網
の
改
善

の
必
要
性
を
挙
げ
た
地
区
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
自
分
で
運
転
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
き
、
障
が
い
の
有
無
に
関
係

な
く
、
安
全
に
移
動
が
で
き
る
、
市
民

に
寄
り
添
っ
た
移
動
手
段
が
必
要
だ
と

考
え
る
。
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
枚

数
が
減
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は

答
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
は
、
社
会
参

加
の
促
進
、
福
祉
の
増
進
を
目

的
と
し
て
交
付
し
て
い
ま
す
。
今
年
か

ら
近
年
の
利
用
実
績
な
ど
を
踏
ま
え
、

1
人
当
た
り
の
年
間
交
付
枚
数
を
20
枚

と
し
ま
し
た
。
障
害
手
帳
所
持
者
の
ほ

か
に
、
75
歳
以
上
で
運
転
免
許
証
を
所

持
し
て
い
な
い
高
齢
者
に
対
し
て
、
毎

年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
て
い

る
の
は
近
隣
市
町
で
は
御
前
崎
市
だ
け

で
あ
り
手
厚
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
地
域
協
働
バ
ス
の
運
転
手
の
確

保
が
困
難
な
こ
と
や
自
動
運
転

バ
ス
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
は

答
高
齢
者
の
地
区
セ
ン
タ
ー
活
動

の
促
進
な
ど
を
目
的
に
、
地
区

が
運
行
主
体
と
な
り
、
行
政
が
車
両
の

導
入
や
運
行
経
費
を
支
出
す
る
と
い

う
、
市
民
協
働
の
最
た
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
新
た
な
運

転
手
の
育
成
や
運
行
形
態
の
見
直
し
な

ど
を
含
め
、
各
地
区
と
協
議
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

自
動
運
転
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
実

用
化
ま
で
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
の

で
引
き
続
き
情
報
収
集
や
本
市
へ
の
導

入
の
可
能
性
を
検
討
し
ま
す
。

問
自
主
運
行
バ
ス
（
路
線
バ
ス
）

の
利
用
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
高
校
統
合
問
題
も
視
野

に
入
れ
て
の
今
後
の
考
え
は

答
本
市
の
自
主
運
行
バ
ス
は
、
市

内
線
、
相
良
浜
岡
線
、
相
良
御

前
崎
線
の
3
路
線
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

利
用
状
況
は
近
年
横
ば
い
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
運
賃
や
運
行
ダ
イ
ヤ
な

ど
、
利
用
者
の
減
少
に
は
様
々
な
問
題

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

鉄
道
駅
の
な
い
本
市
に
と
っ
て
、
バ

ス
路
線
は
市
の
大
動
脈
で
あ
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
利
便
性
の
高
い
運
行
体

系
へ
の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

一般質問

丸尾　忠

交
通
弱
者
に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て

・


